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　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

御言葉 イザヤ 41:10-14
賛美 イエスは勝利を取られた(PPT　２０)
使徒信条 会衆一同

交読文 43
賛美 主は御座におられる(PPT　１３)
メッセージ 満たし余らせる主（マルコ 6:30-44）
祈り

賛美 モア・ザン・イナフ(PPT　４２　Faith03 Vol.2 #6)
主の祈り 会衆一同

祝福の御言葉 会衆一同

Ⅱコリント１３：１１－１３ パスター

報告

祈祷課題
・この教会が神の御声を聞いて御心を行う教会となるように

・病、貧しさ、悲しみの内にある兄弟姉妹のために

・兄弟姉妹達がキリストの香りを豊かに世に放ち、仕事、事業が祝福されるように

・奉仕者が与えられるように：礼拝準備、賛美リード、奏楽

・主に忠実な聖徒達が 30名以上与えられるように
・終末の災いに実際に直面している兄弟姉妹の守りのために

祝福の御言葉　空欄に自分の名前を入れて祈りましょう

恐れることはない、わたしは＿＿＿＿＿と共にいる神。

たじろぐな、わたしは＿＿＿＿＿の神。

勢いを与えて＿＿＿＿＿を助け、わたしの救いの右の手で＿＿＿＿＿を支える。

見よ、＿＿＿＿＿に対して怒りを燃やす者は皆、恥を受け、辱められ、争う者は

滅ぼされ、無に等しくなる。争いを仕掛ける者は捜しても見いだせず、戦いを挑

む者は無に帰し、むなしくなる。わたしは主、＿＿＿＿＿の神。＿＿＿＿＿の右

の手を固く取って言う、恐れるな、わたしは＿＿＿＿＿を助ける、と。

＿＿＿＿＿を贖う方、イスラエルの聖なる神、主は言われる。恐れるな、虫けらの

ような＿＿＿＿＿よ、わたしはあなたを助ける。

＿＿＿＿＿の主、イエスキリストの名前によって。アーメン！

メッセージ概要

主は、より頼む者の必要を満たし、たとえ艱難の時代にあっても助けてくださる。

「地上に住む人々を試すため全世界に来ようとしている試練の時に、わたしもあなたを守ろう。」（黙 3:10）

この約束を私達のものとするため、御言葉を忍耐して守り、イエス様の名を「知っている」と言うべきである。

以上が主から最近重ねて示されているテーマだが、今日はその裏づけとして、わずか５つのパンと 2 匹の

魚で 5 千人以上を満たした主の奇跡を見てみたい。

弟子達が伝道旅行から帰ってきて、食事する暇も無いほど働き通しだった状況である。

イエス様が「人里離れた所へ行ってしばらく休む」よう指示し、弟子達は船に乗って人里離れた所へ行っ

たところ、なんと、大勢の群集が徒歩で既に先回りし、湖の向こう側のその場所へ行っていた。

男だけで５千人ほどである。当時は女子供は人数に数えなかったから、１万人以上いたのではなかろうか。

それほどの群集が人里離れた場所に、弁当の用意も忘れて行くのである。主の魅力はどれほどであろう。

イエス様は、飼い主のいない羊のような有様を深く憐れみ、色々と教えられ、霊的なパンをまず満たした。

日も傾き、弟子達も早く休みたいと思っていた所だったので、人々を解散させて各々で宿なり食事なり探さ

せるよう主に頼むものの、主はなんと「あなたがたが準備しなさい」と、無理を言われる。

尚、ヨハネ福音書 6:5-9によると、「ピリポを試みた」とあり、ピリポは現実的に必要な分を計算した。

１デナリを１万円に換算するなら、２００デナリは２００万円、そこにいるのが１万人だとするなら、一人頭２００

円、パン菓子２つ分。それでも「足りない」と彼は結論する。

アンデレは群集の中を探していて、少年が持っていたのを見つけたが「何の役にも立たない」と結論する。

考えを絞っても自分達の持ち物ではとうてい足り無いという場面こそ、イエス様の出番である。

私達は何も出来ない、足りないという事を認め、それをイエス様の所に持っていくなら、主は働かれる。

イエス様はそのような無い無いづくしの状況なのに群集を座らせ、食事の体制をするようにし、天を仰いで

賛美の祈りを唱え、パンを裂いて、弟子たちに渡しては配らせ、二匹の魚も皆に分配された。

するとそこにいた群集全員を満たしたばかりでなく、働き人の分も十分に満たすほど、満たされたのである。

少年は「５千人」の中にカウントすらされていなかったし、そのささやかな食料は、人からは見向きもされな

いようなわずかなものだったかもしれないが、その捧げ物を、主は大いに用いてくださった。

たとえ自分自身がどんなにつまらなく、小さい者であったとしても、イエス様に一旦捧げ、イエス様が祝福し

て下さったものは、大勢の人々を満足させ、働き人の分まで籠いっぱいにするのである。

働き人は、イエス様が祝福しその手で裂いたパンを携えて、人々の中に出て行くべきである。

そのパンは、物質的なものかもしれないし、物質のものでなく霊的なものかもしれない。

それらは見た目少なく、足りなく、どうしようも無いように見えるかもしれない。

「この期に及んでまだ働かなければならないのか」と言いたい状況かもしれないし、持っている物はとても

足りない、無理と思えるかもしれない。

しかし、私達はただ主から渡されたものを届けるだけで良く、後を祝福して下さるのは主である。

人はどうしても、霊を満たすパンよりも、体や生活を満たすパンのほうを心配するものである。

注意すべきはファリサイ派とヘロデのパン種（マルコ 8:14-21,マタイ 16:5-12）、すなわち、人間の教えによ

るやりくりや、世に対する妥協であり、私達はこれらよりも御言葉を優先させるべきである。

「何よりもまず、神の国と神の義を求めなさい。そうすれば、これらのものはみな加えて与えられる。」（マタイ

6:33）この主の言葉を信頼する時、全ては「加えて」与えられるのである。

全てを満たして余らせて下さる主から全てをいただき、満たされ、溢れさせ、その溢れた分で周囲をも満た

す皆さんでありますように、イエスの名によって祝福します！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

日曜礼拝

1 部（日本語）　10:00
2 部（韓国語）　11:00
食事/フェローシップ　12:00～

3 部（韓国語 日本語通訳あり）　14:00

集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～

　　火～木　夜の祈祷会　　　　　20:00～

水曜集会

　1 部（韓国語 日本語通訳あり）　13:00～

　　　　　　　　　　　2 部（日本語）　19:30～

金曜徹夜祈祷会　21:00～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番出口より徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1Fがファミリーマートになっております。
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